
第 1回 庄内町社会教育委員会 会議録 

 

１ 開催日時 平成 29 年 5月 16 日（火）午後 1時 30分～午後 4時 10 分 

２ 開催場所 立川庁舎（大会議室） 

３ 出席委員 川村昭三、佐藤冨美、富樫良秋、柿崎寿一、大津良子、上野幸生、志田征子、 

岩浪勝雄、志田啓子、矢嶋玲子、阿部雅彦、佐藤正弘 

４ 欠席委員 佐藤啓子、鈴木勝美、辻 圭子 

５ 事 務 局 教育長、社会教育課長、社会教育課長補佐、主査兼社教係長、主査兼文化スポー

ツ推進係長、主査兼余目第一公民館係長、主査兼余目第二公民館係長、主査兼余

目第三公民館係長、主査兼狩川公民館係長、主査兼清川公民館係長、主査兼立谷

沢公民館係長、主査兼図書館係長 

 

                                 進行：社会教育課長 

 開会前に委嘱状交付  委員代表 川村 昭三 

 

１ 開  会   社会教育課長（午後 1時 30分） 

２ 教育長あいさつ 

３ 社会教育委員について事務局が説明 

４ 自己紹介 

５ 議長並びに副議長選出   

   互選により議長に富樫良秋委員を選出し、議長の指名により副議長に川村昭三委員が選出。 

６ 議長あいさつ 

７ 議事録署名委員の指名 

   矢嶋 玲子委員、志田 啓子委員 

８ 協  議 

（１）平成 28年度庄内町社会教育事業等事業評価について 

   ≪資料：平成 28年度社会教育事業等事業評価≫ 

【事 務 局】 平成 28 年度社会教育事業等事業評価を事前配布しているため、各係長から特徴的 

な事業について要点をまとめて説明。 

【議  長】 説明について質問はないか。 

【委  員】 中央公民館事業の鶴岡市木野股自治会の取組みについてお聞かせ下さい。 

【事 務 局】 木野股地区は庄内町の立谷沢地区に非常に似ている地区で、特に高齢者の生きが 

      いづくりとして、高齢者が公民館に集まる仕組みや特産品づくり等の取組みを行っ 

ている。また、地域おこし協力隊が地区の様々な取り組みや事業に協力している。 

【議  長】 ほかに質問等はないか。なければ次に進める。 

（2）平成 29 年度庄内町社会教育委員会の重点と視座について 

      ≪資料：平成 29年度社会教育庄内町社会教育委員会の重点と視座≫ 

【事 務 局】 平成 29 年度社会教育庄内町社会教育委員会の重点と視座の特徴的な部分及び変更 

      点等の要点をまとめて説明。 

【議   長】 説明について質問はないか。 

【委  員】 今年度から歴史民俗資料館が第四公民館の管理運営から町直営になるという 

ことだが、学芸員の配置はどう考えているのか。 



【事 務 局】 歴史民俗資料館に学芸員の配置は考えていない。但し、運営指導やご意見等につ 

いては、文化財保護審議会委員からいただく予定としている。 

【議  長】 ほかに質問等はないか。なければ次に進める。 

（3）平成 29 年度庄内町社会教育事業計画及び事業概要について 

      ≪資料：平成 29年度庄内町社会教育事業計画及び事業概要≫ 

【事 務 局】 平成 29 年度庄内町社会教育事業計画及び事業概要の特徴的な部分等を説明。 

【議  長】 説明について質問はないか。 

 小学生の国内交流事業の応募方法はどうするのか。 

【事 務 局】 校長会にて開催内容を説明後、学校を通じての募集と考えている。対象は本町の 

      ５年生、６年生である。 

【議  長】 ほかに質問等はないか。 

【委  員】 公民館主事が今年度から一般職非常勤職員に変更し、勤務時間がこれまでの 7時 

間１５分から６時間と勤務時間が短くなったが、６時間に短縮して各公民館の事業 

や行事等の運営はどうなるのか。 

【事 務 局】 従来の嘱託職員制度から一般職非常勤職員制度に変更となったことから勤務時間 

が６時間に短縮となり、併せて報酬金額も下がった。この内容は、３月議会でも議論 

され大変大きな問題であり、課題となっている。今般、各公民館に４月から５月の１ 

カ月間の実態調査を行い、公民館主事の声、地域の声、公民館係長の声を集約し、集 

約した内容を総務課にその実態を知らせた。この実態をふまえ、６月補正予算に時間 

外勤務手当の追加を要求した。しかし、根本的に時間外手当での対応ではなく来年度 

から元の体制に戻すことを前提に総務課等に交渉を進めたいと考えている。また、公 

民館事業の見直しも必要なことから、平行して進めて行きたいと考えている。事務局 

で危惧していることは、主事から年度途中で辞められてしまうことを一番心配してい 

る。辞められると後補充が利かないことから、公民館事業が成り立たなくなることが 

我々は一番心配している。そうゆうことからこの度、最低限の処置として、勤務した 

分の時間外を確保する考えである。 

【議  長】 各公民館からも声を出して、事務局からは頑張って頂きたい。 

ほかに質問等はないか。なければ次に進める。 

（4）平成 29 年度庄内町社会教育・社会体育団体補助金（交付金）について 

      ≪資料２：平成 29 年度社会教育・社会体育団体補助金（交付金）を事務局が説明≫ 

【議  長】 説明について質問等はありませんか。なければ次に進める。 

（5）平成 29 年度社会教育委員会議及び活動予定について 

      ≪資料３：平成 29 年度社会教育委員会議及び活動予定を事務局が説明≫ 

【議  長】 説明について質問等はありませんか。今年の山形県公民館大会の開催場所は。 

【事 務 局】 新庄市での開催予定である。 

【議  長】 ほか質問等はありませんか。なければこれで協議を終了する。 

９ その他  特になし 

10 閉 会  社会教育課長（午後４時 10分） 

 

社会教育委員代表への依頼委員 

・山形県社会教育連絡協議会評議員  富樫 良秋 議 長 

     ・響ホール事業推進協議会委員    川村 昭三 副議長 


